
（別紙３）

～ 2026年　2月　28日

（対象者数） 10 （回答者数） 7

～ 2026年　2月　28日

（対象者数） 6 （回答者数） 6

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

・既存の活動を継続しつつ、常に新たな取り組みも取り入
　れています。
・専門的支援(作業療法士)による支援の充実を図っていき
　ます。

2

・お子様の興味・関心の情報を収集し、それらを上手く活
　動に取り組んでいくことで「楽しい」を継続できるよう
　心掛けていきます。

3

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

・参加しやすい開催日の設定。
・放課後等デイサービスと児童発達支援に分けての保護者
　会も視野に入れ、今後も定期開催を継続出来るように努
　めます。

2

・引き続き近隣の保育所や他事業所等との関係性の構築に
　努めます。

3

○事業所名 児童発達支援・放課後等デイサービス　ヒトツナ武里教室

○保護者評価実施期間 2026年　2月　1日

○保護者評価有効回答数

2026年　2月　1日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日 2026年　3月　26日

事業所の強み（※）だと思われること
※より強化・充実を図ることが期待されること

工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

事業所の弱み（※）だと思われること
※事業所の課題や改善が必要だと思われること

事業所として考えている課題の要因等

・保護者会や相談会等の開催。
・ご家族が参加できる研修会や情報提供の機会の場作り。

・本年度は11月に開催しましたが、祝日の連休と重なった
　ことから保護者様が参加しずらかった。(反省点)

・事業所以外での地域との交流が不足している。 ・行政や地域の園や保育所、他事業所の活動の情報収集が
　不十分である。

・創作活動(微細運動を促す工作)、屋外活動(公園遊び・散
　策)、運動遊びなどをバランスよく組み合わせ豊富な活動
　プログラムにしています。

・使用する教材を変えたり、組み合わせる工夫をする等、
　子どものレベルに合わせた教材の準備をしています。
・子どもたちが飽きずに楽しんで参加できるようなプログ
　ラム作りを心がけています。

・広い室内を活用し身体を動かせる運動遊びを多く取り入
　れています。

・就学を意識し、学校体育に結び付く跳び箱やマット
　大縄跳びなどを運動遊びの中に取り入れています。

事業所における自己評価総括表公表


